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5/30 栄養適応/生理適応・環境をつくる人間 渡辺
6/6 行動適応・文化的適応 梅崎

（グループワークの課題提示）
6/13 グループワーク １
6/20 トピック 渡辺
6/27 トピック 梅崎
7/4 トピック 山内・清水
7/11 グループワーク ２



各語について100文字以内で知ることを述べなさい

1. ヨード欠乏症
2. IPCC
3. 疫学転換
4. 生物濃縮
5. GIS/GPS（いずれかひとつでもよい）
6. 持続可能性
7. エコロジカルフットプリント
8. 粗出生率と合計特殊出生率
9. 農耕の開始
10. 肥満の指標



人類生態学
Human Ecology

人間の生態学

生態学とはなんだろうか？

植物・動物の生態学とはどこが違うだろうか？

人間の生態はどうやって調べたらいいだろうか？

人間の生態を調べると 何がいいことがあるだろうか？



生態学とはなんだろうか？

生物と環境とを対象とし，両者の関係の理解をめざす科学

基本的概念

個体群 population
群集 community
生態系 ecosystem

適応 adaptation 



適応 とは何か？ （鈴木，1990による）

生物がその環境に対応して，自己の属する集団に
とって有益となる調整（adjustment）を行う過程．

調整は，環境のストレスに対する反応として開始
自己の生物学的特徴の変化（生物学的適応）あるいは
環境の整備（文化的適応）という形をとる

生物学的適応と文化的適応の例

高地適応
血液・循環・呼吸器系の変化
低地との交易

温熱条件への適応
activeな汗腺数 被服
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温熱適応

古典的法則 （同一種内での比較）
・ベルクマンの法則：

・アレンの法則：

体サイズ 寒冷地域＞温暖地域

体の突出部（四肢・尾・耳・鼻）
寒冷地域＜温暖地域



能動汗腺数
の人種差 寒

暑



暑熱馴化

直腸温

心拍数

酸素消費量

発汗速度



物理的環境：高地への身体的（生理的）適応

可逆的



高地への身体的適応：
酸素乖離曲線（ODC)の移動

酸素分圧[mmHg]

酸
素
飽
和
度
［

%
］

アンデスの人々

ヒマラヤの人々・
リャマ・ビクーニヤ



チベット：出生体重

出生体重は，
チベット人＞漢族



生態系のなかの人間

生態系（ecosystem） （伊藤による1994）

・個体群 population

・群集 community

・生態系 ecosystem

・個体群 population
ある地域に棲む同種個体の集まり

群集＋非生物的環境を含む，物質・エネルギーの
移動が起こる系．

ある地域に棲むすべての個体群の集まり



1.。生態系と人類の特性 生態系のなかの人間

2006/5/30

生産者
producer

消費者
consumer

分解者
decomposer



生態系におけるヒトの特殊性

雑食性 （omnibore）＝１次＋２,…次消費者

環境を改変する能力の大きさ

被食者を生産する能力

広い範囲の環境（すべてのbiome）への進出が可能

環境の改変自体は，多くの動物でも見られる

消化器系～他の霊長類（＝植食性）

農耕・家畜飼育 → ある意味では
“自然の摂理”の破壊．



ヒトの特殊性に着目したヒトの歴史
４つの相（phase） （Boyden＆Dovers，1997）

第１相 採集狩猟民

第２相

第３相

第４相

農耕の初期

都市の勃興

現代＝高エネルギーの時代



ヒトの特殊性に着目したヒトの歴史
４つの相（phase） （Boyden＆Dovers，1997）

第１相 採集狩猟民

第２相 農耕の初期

～１２，０００
食物の制御手段を持たない．集団規模が小さい
集団内では，不平等の程度が小さい．疾病少．栄養良好．
生態系のかく乱は極小（火の使用による火事程度）
生態系の持続⇔生業（食物獲得）の持続

１２，０００ ～ ： 安定した食物供給方法の獲得．焼畑農耕
マラリア・住血吸虫による感染症・死亡（灌漑でvector・reservoirの
棲息地が付近に）．
農地拡大・開墾による生態系の破壊．過度の破壊→居住地の変更
生態系の持続⇔生業（食物獲得）の持続



第１相→第２相へ：農耕の開始と人口増加

従来の考え方

農耕 人口増加

Boserup説(1965）

農耕開始前の技術革新（狩猟・調理）
→ 栄養状態などの改善
→ 人口増加
→ 資源の枯渇・不足
→ 農耕技術



農耕革命と生業の変化

生計（生業）活動 subsistence activity

植物 動物（陸棲） 動物（水棲）

食物の獲得あるいは生産を行う活動

採集 狩猟 漁撈

↓ ↓ ↓

農耕 家畜飼養 養殖



ヒトの特殊性に着目したヒトの歴史
４つの相（phase） （Boyden＆Dovers，1997）

第３相 都市の勃興

第４相 現代＝高エネルギーの時代

５，５００ ～ ： メソポタミアの興隆．最初の都市群．

食糧生産に従事しない人間の登場（集団内での職業の分化）．
単一作物［栽培穀類］への依存→食物のvariation小

→栄養素欠乏症（脚気・壊血病・ペラグラ）／凶作による飢饉
集団規模の拡大→感染症（チフス・ペスト・天然痘，小児
下痢症など）が主要な死因．

２００年前～：技術の飛躍的発展，人口爆発，生態系の変化．
感染症の“制圧”→生活習慣病（疫学転換）．
官僚と協同組織の形成．
動力機械の使用→エネルギー使用の爆発的拡大．
資源の大量消費と廃棄物の増大．



相の移り変わりと疾病像

主要な死因（推定）は，感染症ではなく
事故，外傷，殺人（子殺し・戦争）

ウィルス性，永久免疫，動物
の reservoir を持たない

<100

<100,000



人口規模と感染症：麻疹



人口規模と麻疹の流行
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感染症

化学物質による健康影響

生活習慣病

• 人間の生態を知るには何を調べたらいいだろうか？

• 疾病の存在理由？

・微生物の得

・化学物質のメリット との交換

“楽な生活” との交換，
昔のメリットとの交換（倹約遺伝子・がん）



近代化：糖尿病－倹約遺伝子（thrifty gene）仮説

世界５％； 日本＝6.9％；欧米～８％



＋調理

＋農耕（畜力の利用）

＋輸送

＋産業

3,000kcal/日＝かつかつ

エネルギー消費の歴史的変遷

60人分
(’96→

90人分）



エネルギーの
獲得
↓

↑環境の制御
改変可能性

農業生産
鉱工業生産（医療）
開発（土地・資源）

産業革命とエネルギー効率



化石燃料
↓

CO2

期間の短さ

エネルギー消費の推移



エネルギー消費：過去１世紀＝産業革命後

現代のCO2 排出量： 10,000年前の 12,000倍
50年前の 4倍
25年前の 2倍



相の移り変わり と 人口



エネルギー消費の推移（100万年～）



相の移り変わりとエネルギー消費・人口

＊対応



第１相における人口変化 と 地球全域への移住・拡散

出アフリカ
>1my

出アジア１
>50ky

出アジア１
14ky

出アジア２
<10ky
根菜農耕文化



農業技術改良

食糧確保が
確実に

医療保健の
向上

ワクチン
感染症↓

原因不明
１．産業構造
変化
→子供の労働
の価値が低下
２．核家族化
進行
→少数世帯選
好
※子供が死に
にくい
→余計な数は
不要

多産少死の期間

人口転換（demographic transition）



各地域における人口転換



人間の生態を知るには何を調べたらいいだろうか？

何を食べているか？
どうやって食物を手に入れているか？

栄養学・人類学（生業の解析）～経済学

どのように再生産を行っているか？
どのように個体群を維持しているか？

（生物学的）人口学

どのように環境を利用しているか？
どのように環境を変化させているか？（文化的適応）

環境保健学・人類学・地理学

どんな環境に生息しているか？
どれくらいの個体数が生息しているか？
環境にあわせた体制（構造）を持っているか？

人類学・生理学



人間の生態を知るには何を調べたらいいだろうか？１

どんな環境に生息しているか？
・ 自然環境という観点→ 地上に広く存在 なぜ？
・ 人工的環境という観点→ 都市 閉鎖系？開放系？

都市と アリの巣

どれくらいの個体数が生息しているか？
・ 人口規模，人口密度 両方とも大切
・ 人口支持力（carrying capacity） ⇔ 技術力

・ 死亡の構造・人口（個体群）の構造

環境にあわせた体制（構造）を持っているか？
＝生理的適応・身体的適応

・ 温熱 ・ 高地 ・ 日照
＝遺伝的適応 （ただし，Ellen注意：適応は環境依存）



人間の生態を知るには何を調べたらいいだろうか？２

何を食べているか？

どうやって食物を手に入れているか？

＝生業の研究
・ 食糧生産

食の安全（量，化学物質など）
生産に必要な資源＝水・土地

・ 開発・資源保護
資源保護と生業保護
開発と伝統ーどちらが好ましい？

＝栄養生態学的研究
・ 栄養学的観点
・ 食生活における文化的工夫，栄養適応



人間の生態を知るには何を調べたらいいだろうか？3

どのように再生産を行っているか？
・ 再生産をコントロールできる

どのように個体群を維持しているか？



人間の生態を知るには何を調べたらいいだろうか？4

どのように環境を利用しているか？
どのように環境を変化させているか？（文化的適応）

環境の利用
・ 資源＝更新資源，非更新資源

水・空気・食糧，化石燃料，鉱物，
・ 土地，土地利用
・ 空間の利用パターン・時間的利用パターン



植物・動物の生態学とはどこが違うだろうか？

文化的側面の重要性

→ 適応 の範囲を拡大：
エネルギー消費・環境の改変力

→ ヒト個体群の多様性を拡大

→ 個体数の持つ意味？

ヒトはほかの動物とどこが異なる？＝ヒトの特殊性



適応 とは何か
• （Ellen, １９８２） 生物には４種のadaptationがある

1. Phylogenetic （自然淘汰による遺伝子型の変化．継世代的）

2. Physiological modification （表現型の変化．個体の一生内）

3. Learning （adaptive behavior, 一生内に獲得される）

4. Cultural modification （学習と，文化により伝承された情報に
基づく）

2-4: 遺伝子型共通→異なる生態学的条件に反応
3-4; CNSの機能を伴う行動の変化：3は多くの動物にとっても重要
4: ヒト以外の高等霊長類にも報告あり．ヒトで卓越

鎌形赤血球症とマラリア

高地適応，寒冷適応，成長における可塑性

ある性質（trait）がadaptiveか否かは，与えられた条件下で，その性質が
どのような効果を持つのか，によって判断される．適応は，変化が起こった
時に，存在条件を維持するための一手段である．



適応を考える上でキーとなる概念

• 環境の認識と利用・破壊

• 環境の変化（開発，化学物質）

• 人間の活動

• 人口とその構造

• 健康・栄養（食糧）



課題

誰の健康・生存が重要なのか？

何を適応の指標とするか？



課題

誰の健康・生存が重要なのか？

・ 自分と他人，～の所属する集団

・ 現在の人口と将来の人口

・ ヒトと生態系



エコロジカルフットプリント

定義： あるコミュニティのニーズにみあう食糧・水・燃料・
エネルギー廃棄物処理場を提供するのに必要な土地
（陸・水）面積の総和

利用可能な面積

地球全体 2.18



持続可能な開発（発展）
sustainable development

※ 将来のニーズを損なわずに現代の世代のニーズ
を満たすような節度ある開発（発展）［のあり方］をいう．

・世代間だけでなく，南北間格差，生態系の持続性を含む．
・環境保護 vs （経済）発展 ×

環境保護の追求 → 発展を保証 ○

・WCED（環境と開発に関する世界委員会1984-87：国連特別
委員会）の最終報告書 Our Common Future 1987 の中心的

概念．

・この表現自体が自己矛盾だという批判もある（沼田真）



課題

何を適応の指標とするか？

・ 人口の増加 ≠ “適応”

少子化 高齢化社会



適応 とは何か
適応度（fitness，Darwinian fitness） の概念

• ある遺伝子型（あるいは表現型）をもつ個体が，次世
代に残す子供（再生産まで生きる子供）の数（１個体当た
り）
•Ex） 基準の遺伝子型で１，問題となる遺伝子型で1.2
ならば，後者は20％子供を多く残す，という意味
→ 遺伝以外の要因は（少なくとも形式的には）考慮さ
れない
→ ［特定の遺伝子型，表現型をもった］個体レベルの
評価．





未来予測 （Boyden＆Dovers，1997）

ヒトの滅亡

第５相？ 第４相文化の急速な変遷：
全てのヒトにおける生物学的なニーズ
生態系のニーズ

の理解．→ 常識的な 経済活動 を再考．

生態学的カタストロフィ→文明の破壊→残存人口を
かろうじて維持



人間の生態を調べると 何かいいことがあるだろうか？

環境との関係がわかる
→ 環境問題・人口問題

適応のしくみがわかる
→ “保護の方法”



都市化・産業化

20

54

35

61

都市の定義： 都市vs農村．国によってまちまち．

都市人口： 1950 世界30，先進国55，途上国７
2000 世界 先進国76，途上国25

都市への集中： 経済的動機（農村=就職機会少）
インフラ未整備→スラム，貧困層；環境汚染



END



隣接分野との関連
生態人類学

文化生態学（cultural ecology）

公衆衛生学

生業など，関心はかなり共通点が多い．
人類学の一派であり，進化的関心が大きい．

環境と健康の関連を考える場合，かなりオーバー
ラップ．個体群やその内部構造，適応などの事象に
は無関心．

主要な関心は社会事象．社会・政治構造が自然環境に強く規定さ
れるという考え方．1930年代：社会学者Hawley（社会生態学．シ
カゴ学派．都市のコミュニティの構造を，動植物生態系とニッチ
の考えで説明．空間的社会学）；1950 Julian Steward

進化生態学（evolutional ecology）

1970年代の人類学者．集団は，その集団の生存している環境を
もっとも効率よく利用するような行動パターンを獲得する傾向を
有し，これが文化となる．食物の入手，婚姻のしくみ，空間分布，
人口動態や社会構造の違いなどが関心だが，実際は最適摂餌行動
の研究がほとんど．



第I部のアウトライン
• 人類生態学とはどんな学問か ５ 黄色＝図のscanが必要、赤＝材料を探す

→どこが特徴か＝変化への対応・包括性・適応概念のゆらぎ、環境保健学との関連
• Mission
• 隣接分野との関連
• 適応 とは何か
• 課題と問題点：

変化（近代化、開発、環境変化、技術による社会の変化）
人口サイズが適応指標にならない？、個体群の成立可能性

• 東大で取り組んできた最近のプロジェクト

• Chapt1-4：現代の人間の適応のbaseとしての過去。

• 生態系と人類の特性 11
→ 生態系の中で人間を捉えることの意義
• 生物と環境の関係 主体の階層性１
• 生態系の構造 生態系という概念・食物連鎖と生物濃縮・ロトカモデル

生物ピラミッド－具体例 ４
• 生態系におけるヒトの特殊性 １
• 多様な環境と周期性 バイオーム＝区分・温度-降水グラフ；日内変動 ４

• 文化的適応と生物学的適応
• 人類の起源と進化 3

→ そもそもヒトはどんな生物か。生物学的背景はどんなものか。
→ 各分類の出現時期とcritical event（表2-1)，環境適応という視点から見た進化

• 地球環境と人類の進化
• 霊長類の適応・猿人の適応・原人の適応・旧人の適応・新人の適応



第I部のアウトライン

• 生存様式の変化と多様化 ８
→ 現代人類社会（地球上の広範な地域に拡散し繁栄している）への移行の基盤
• 農耕と家畜飼育の開始 農耕の開始と人口、生計活動の変容２
• 多様な農耕文化 農耕文化の起源と４類型、
• 地球全域への移住・拡散 出アフリカと２回の波（Diamond)
• 生存様式の多様化 生業とバイオーム（移牧・遊牧=p.58、単純/高度農耕）、

農耕の伝播と変化、４類型の特徴（15C 栄養より持ってくる）3
• 遺伝子文化－共進化 １

• 生業と社会 17
→ 社会構造はどのように生業によって規定されるか？

ヒト特有の社会構造の適応的意義。
• 人間の社会 raceとethnic group, 国家形態、３
• 婚姻システムと家族 family-household、結婚の形態（一夫一婦制以外の制度）と適応

実例？２
• 出自集団 父系・母系・双系、クラン・リネージ、トーテム

適応上の意義？ 実例？２
• 分業と協業 生業と分業、年齢階梯、子供の役割 3
• 分配と消費 ポランニー説（互酬性、再分配、市場交換）、“集団内の均衡化？”２
• 生業パターンと社会 生業の定義、生業と社会形態（→疾病）、生業と人口支持力、

定住と移動（季節的な－）、農耕と国家の成立 ５



人類生態学

丸善エンサイクロペディア（１９９５）

ヒトの環境への適応を研究する分野．人類学・地理学・社

会学・人口学などにも関係するが，おもに個体群レベルで

の人間の生存をとらえ，その生業・食物・人口学的側面に

関する包括的な研究を行う．人間は技術体系，観念・価値

体系，社会組織をもっているために，文化的適応への理解

が必要とされる点において動物生態学とは異なっている．

人間の生存に関する最も基本的な研究であり，近年の環境

問題・人口問題の理解に基本的な知見を提供する学問分野

として期待されている．

Human Ecology という語は，Park & Burgess (1924) による．



個体群 population

ある特定の地域に棲息．遺伝子プールを共有しなが
ら，世代をこえて生き続ける単位
他種に比べてヒト個体群は多様 （大塚ら2002）



課題と問題点

• 変化（近代化、開発、環境変化、
技術による社会の変化ー化学物質）

• 適応に関連する問題
• 人口増加は適応的でない？

• 適正な人口？－全体，国家
• 少子化

• 誰にとっての適応か？（個人・個体群，包括適応度）

• 住処 としての都市

• 個体群の成立可能性
• “純粋な個体群“



最近のプロジェクト 人類生態学研究室

＊ 環境汚染の影響と修飾要因 化学物質・栄養・健康
バングラデシュ・ネパール・インドネシア

＊ 環境（栄養・寄生虫）と成長 栄養・健康
インドネシア・中国

＊ エネルギー代謝・肥満 行動・栄養
トンガ・日本

＊ 開発と生業 資源・生存・人口・動植物相・自然地理・土地（利用）
ソロモン・中国（海南島）

＊ “近代化・都市化”と栄養・健康 生業・栄養・健康土地（利用）・
技術

パプアニューギニア，中国・韓国



1.。生態系と人類の特性 生態系のなかの人間

生態系（ecosystem）のなかの一員としてとらえた場合

ヒト（人間）はどのような特徴がある（どこが特殊な）
のだろうか？



1.。生態系と人類の特性 生態系の構造 生物ピラミッド

栄養段階高位
＝ 存在量少



1.。生態系と人類の特性 生態系の構造 食物連鎖と生物濃縮

生物濃縮
（bioconcentration)

生物濃縮の拡大
(biomaginification)

生物＞環境

栄養段階
（trophic level）

上位＞下位

脂溶性大
・難分解性



1. 多様な環境と周期性 バイオーム

Biome： 地域特性を植物相（flora）で分類
→ 動物相（fauna）も対応



1. 生態系と人類の特性 多様な環境と周期性バイオーム



1. 生態系と人類の特性 バイオームの根拠（吉良による）

温量指数＝
∑（月平均気温-5）

乾湿指数＝（年降水量mm）÷（温量指数+20） 温量指数<100
（2x年降水量mm）÷（温量指数+140） >100

（伊藤,1994）



1. 生態系と人類の特性 環境の周期性の問題

同じ地域の環境に時間的変化があり，通常は周期を持つ
→ 適応 すべき条件の変化

日内変動

季節変動

通常の変動からの逸脱

温度・降水量→ 作物の入手可能性の変動

“異常”気象→ 洪水・旱魃・冷害，氷河期，温暖化
→ 直接的な人命の損失．作物の入手



２．人類の起源と進化

ヒトはどのようにして 生物として できあがってきたのか？

ヒトになってから，生物として変化したのか？



.２。人類の起源と進化 人類化石の発見地



.２。人類の起源と進化 化石人類の特徴



.２。人類の起源と進化 化石人類の特徴

Homo＝ヒト属



.２。人類の起源と進化 化石人類の特徴

サイズの
不変
変化



.２。人類の起源と進化 化石人類の特徴

出アフリカ
Out of Africa
>1m yr

農耕開始
～10k yr

出アジア
Out of Asia
>50k yr



.２。人類の起源と進化 化石人類の特徴

道具の使用



.２。人類の起源と進化 人類化石の発見地



化石人類の適応

• 猿人（500万年前～）；
– アフリカにとどまる

– アウストラロピテクス：ヒト（ homo ）属ではない

– 草原への進出？，直立二足歩行（類人猿と異なる），

– 石器使用，肉食＝ただし割合は低い

• 原人（180万年前～）；
-出アフリカ

– 直立二足歩行は完成（＝現代人なみ）

– 火の使用（遺跡から灰の層）＋狩猟→肉食化→栄養状態
火の使用 → 寒冷地への進出

• 旧人 homo sapience （50万年前～）

– 氷期

• 新人（15万年前～）；
– 技術革新：石器・調理・狩猟 → 安定 but 資源の枯渇

– 人口増加，狩猟・採集・漁撈依存型の生業の限界



３．生存様式の変化と多様化

農耕の開始 が ヒトの適応にとって持つ意味は何か？

異なる農耕文化 は ヒトの適応にどのような差を
もたらしたか？

地球上への拡散の様子はどのようなものだったか？



生存様式の変化と多様化 ４つの農耕文化（中尾による）

農耕の期限は単一ではない（Sauer,1952）



生存様式の変化と多様化 ４つの農耕文化（中尾による）



生存様式の変化と多様化 ４つの農耕文化（中尾による）

成立の年代＝栽培植物の遺伝的特徴に基づく．

他の証拠から～紀元前9000

発祥地は
複数存在

乾燥条件

寒冷条件

キャッサバ

湿潤高温条件



生存様式の変化と多様化 ４つの農耕文化（中尾による）

穀類＝水分少→ 輸送・貯蔵（腐敗しにくい）に有利
→ 農耕以外の仕事をする余裕 → 文明勃興の引き金

マヤ・
アンデス

エジプト
中国・ギリシャ



生存様式の変化と多様化 ４つの農耕文化（中尾による）

コメ：アジア内陸部に起源（>10,000年前）

特定されていないため，含まれていない．



1.。生態系と人類の特性 栽培作物の起源



1.。生態系と人類の特性 栽培作物の新旧世界間の伝播



生存様式の変化と多様化 地球全域への移住・拡散 ８



生存様式の変化と多様化 地球全域への移住・拡散 ８

出アフリカ
>1my

出アジア１
>50ky

出アジア１
14ky

出アジア２
<10ky
根菜農耕文化



３．生存様式の変化と多様化

バイオームと生業



３．生存様式の変化と多様化

バイオームと生業

表にあまり穴がない．
温帯（雨林・草原）など：現代は農耕民のみ．かつては多様



主食の４類型（15世紀ころ)



ムギ文化（コムギ・オオムギ）： 西アジア，ヨーロッパ
乾燥地帯（中近東）起源．熱帯低地に分布なし．
家畜飼養（乳製品）と密に関連

主食の４類型



主食の４類型

雑穀文化 アフリカと南北アメリカ
アワ・ヒエ： アフリカ．
トウモロコシ：中南米原産．最も広く分布．量的には家畜用
が主．いずれもマメを伴う．



主食の４類型

コメ文化： 東・南アジア
雑穀型から分化．
季節的な多雨．降水保持できる低地の存在⇒東・南アジアに限局



主食の４類型

根栽分化： オセアニアと南米低地
種子に頼らず根分け・株分けなどで繁殖（栄養繁殖）
タロ，ヤム，サツマイモ，ジャガイモ，キャッサバ（マニオク，
ユカ）



4.生業と社会

ヒト（人間）の社会組織にはどのような特徴があり
適応にはどのように有用であるか．

生業と社会構造にはどのような対応があるか．



4.生業と社会 社会とは？

複数の人間の何らかの相互関係（合田,1989）

家族ー父親
会社ー部長
サークルー副会長

→ 独自のルール（目的・機能）と構造をもつ
人間の集まり

・１人の人間が，複数の社会に所属する場合が多い．



4.生業と社会 社会組織の階層性 家族と世帯

家族（family）

世帯（household）

生産と消費，生殖を行う
ユニット．

ひとつの家に暮らし，生
計をともにする集団．家
族以外の成員もあり得る

核家族（nuclear f.）

拡大家族（extended f.）

両親＋子（未婚）

・３世代
・複数の既婚の兄弟姉妹

単婚と複婚



4.生業と社会 社会組織の階層性 出自集団（descent group)

クラン（氏族） リネージ（系族）
想像上の始祖（神話・伝
説上）を共有する集団．
始祖は動植物や自然現象
の場合も．

実在の祖先を共有する
集団．

出自集団
・共通の祖先を持つ

親族の集団
・単系＝父系または母系

双系



4.生業と社会 社会組織の階層性

民族（ethnic group）
文化的特徴にもとづく

分類．

言語・宗教・習慣・出自
歴史などのいずれかを共有
しているという帰属意識が
民族を成立させる要件とし
て重要．

人種（race）
身体形質にもとづく

分類．コーカソイド，
モンゴロイド，ネグロイド
（オーストラロイド）．
人種差別（racism）への

結びつきから使用を避ける
傾向．



4.生業と社会 社会組織の存在理由

家族

出自集団

外婚制の単位

国家・民族

性関係の社会的な承認
子どもの所属と養育義務の明確化
夫婦間の分業・協業による生存上の優位性
財産の所有権と相続権の明確化



4.生業と社会 性による分業の例

沖縄・石垣島の事例 （鈴木,1990による）

出漁 → 船の帰港 （男）
→ 魚の仕分け・秤量・買い付け業者との交渉
→ 店での販売 あるいは 行商 （女）



性による分業
バングラデシュ農村
（Ohtsuka, 2004)
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4.生業と社会 性と分業 鈴木ら(1990）

Murdock(1969）による．全683集団の生業活動について

男女のどちらが主に担当するかで分類し，集団数として数えた

ほとんどが，
ブタを唯一の
家畜とするオセ
アニアの集団

｝発達した農耕



4.生業と社会 年齢と分業

家畜放牧

戦闘

調整役



4.生業と社会 年齢と分業

キワイ（PNG）の例 （須田，1995による）

・生業＝焼畑（バナナ，タロ）→ 自給用

伝統的漁法による漁撈 → 自給用
モリを用いたジュゴン・ウミガメ漁→現金収入，儀礼用

男 女
ソボオシオブロ ソボベヘレブロ 世話が必要な乳児
アウオオシオブロ アウオベヘレブロ 離乳後の幼児

アウオオヒオ アウオベヘレ 思春期
オリオドゥブ ボリオオロボ 既婚者

ノゲレブロ ベヘレブロ 孫のできる頃

タガラノゲレブロ タガラベヘレブロ さらに高齢

↓生産活動への関与開始

↑儀礼（成年式），村全体の意思決定（モリ漁の出漁・分配）



4.生業と社会 集団のサイズと生業

生業→人口支持力→コミュニティのサイズ（→疾病構造）



4.生業と社会 集団のサイズと生業

生業→人口支持力→コミュニティのサイズ（→疾病構造）

採集狩猟民 ～50 バンド

農耕社会 数百

発達した農耕社会 ＜10,000,000
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